（Ｈ24年11月）

· 祝・J1昇格！　湘南ベルマーレ・曺(ﾁｮｳ)監督にみる選手育成管理術とは？
2012年11月11日、Jリーグ2部の最終節が行われ、湘南ベルマーレは町田ゼルビアを３－０で下して2位に浮上し、自動昇格で3年ぶりのJリーグ1部への復帰を決めました。地元住民としては喜びの限りですが、来年以降、何とかJ1に定着できるよう、監督・選手ともどもさらなるレベルアップを期待してやみません。
さて、Jリーグをクラブ経営という観点で見ますと、昨年は景気低迷の影響で約半分のクラブが経常赤字を計上しています。湘南ベルマーレも過去4期連続経常赤字で、しかもJ2でダントツの約3億円の赤字となってしまったことから、今年度は監督・選手ともに若返りを図り、チーム人件費を約30％カットした予算でのスタートとなりました。今回湘南ベルマーレをJ１に導いた曺貴裁（ﾁｮｳ ｷｼﾞｪ）監督は、京都出身の元Jリーガーで、反町前監督の下でアシスタントコーチを務めていました。名前から分かるとおり、在日韓国人3世で小学校からこの本名で通したとのことです。変に隠したりせずに真っ直ぐに考えて行動する生き方は、この頃から培われものと言えるかもしれません。現役引退後は主にユース世代を指導しており、若い選手とのコミュニケーションの取り方には一日の長があったようです。
監督の指導のし方を分析すると、次のような特徴が浮かび上がってきます。
1 監督であっても上から目線ではなく同じ目線をキープし、とにかくよく選手と話をする。（選手にとって兄貴的な存在）→親近感、信頼
2 しかし、決して選手に迎合することなく、揺らぐことのない信念（軸）のもとに思ったことを口にする。→共感、敬意
3 練習を通じて選手全員を公正に評価し、試合に起用する。→安心、信頼

4 ミスを（感情にまかせて）怒らず、ミスを（成長を願って）叱る。→信頼
5 監督の指示を機械的にこなすことを求めるのではなく、選手の判断を尊重して任せる。→責任、信頼

今季、チームで最も出場時間が長いある選手は、「監督は選手全員を見てくれている。誰が試合に出るかは毎日の練習で決まるので、みんなのやる気が高く、よい状態で常に競い合うことができている」と話しています。
この人材育成管理術は、プロのサッカーチームであろうと一般の会社であろうと、何かを組織で成し遂げようという目的のもとでは多くの点で共通するものがあり、いろいろな場面で応用することができます。一般の会社において部下を育成するために先ずしなければならないことは、「会話量」の確保です。例えば、最近テレビや新聞で話題になったことを、「●●さんだったらどう思う？」とか「●●するにはどうしたらいいと思う？」といったイエス、ノーで終わらない会話をできるだけ心掛けること。それと同時に、部下のちょっとした心遣いを捉えて、「ありがとう」「助かる」といった言葉をかけ、自分は存在価値のある人間なんだという意識を持たせること。そして、「●●ができるようになったね」「●●さんの今日のクレーム対応はすばらしい」といった本人が成長を実感できるような言葉をかけてあげること。地道なことですが、このようなちょっとした言葉かけの積み重ねで人が変わり、組織が変わると確信します。　（工藤克己）
